

















































Designing a Music Creation Curriculum in Cooperation with a Local Elementary School















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ 原典は以下の通り。 C.Orff. “Zwei Ta?nze” ORFF-
SCHULWERK, Musik fu?r Kinder ?（ED4453 CHOTT
三者協働研究によって大新小学校が得られた成果 三者協働研究の今後の課題
①公開授業をすることで、支援の仕方を考えた授業が可能になった
②大学教員や学生との関わりから非日常性が生まれた
③専門的意見を知るよい機会
④学生による創作見本演奏を実際に聴くという時間をもてた
⑤大新小の授業「５拍子の舞曲」における学生のアシスタントの的
確かつ有効であった
⑥視覚化、わかりやすい言葉かけ等でわかりやすい授業を見せても
らった
⑦日ごろの音楽科では軽視傾向のある創作活動に取り組む機会と
なった
⑧大新小学校の授業計画に大学側の創作活動の実習授業を関連づけ
ることができた。
⑨大学の講義時間にあわせての時間割の変更が課題
?大学側の作成した授業案の検討、研究授業後の反省会の時間など
の時間の確保
?障害児学級の児童をはじめ他の児童との関係づくりの時間が不十
分だった
?統合教育での付き添い場面における支援のあり方の事前検討が足
りない
?「間合い」という授業の課題を全児童に浸透させることができた
かどうか検討が必要
?年度当初から予定に組み込めるような計画を立てることが必要
表３ 三者協働研究を実施しての大新小学校からの提言
小学校との連携による創作をテーマとした音楽科の授業づくり―公立学校を拠点にした理論と実践の統合を図る教員養成プログラム開発の一例―
118
renwed,1982）pp.101-107.
６ 「間」下中弘編『音楽大事典』第５巻、1998年初版第15刷（1983
年初版）平凡社、2398頁。
７ 前掲書 注２、pp.108－117。
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